
令和６年 12月 23日 

三次市立八次中学校通信                     校長 藤田 正樹 
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校訓『創造』 教育目標 『自律と貢献』 

～「本気・感動・探究・継続」～ 
 

 

 

 

 

 

 

新 生徒会執行部が決定しました！ 
 本年度の生徒会スローガンは「勠力協進」（りくりょくきょうしん）～力を合わせて共に進む～です。

生徒会執行部は，生徒が協力して，みんなの力が出せるように，様々な角度からリードし，行事

の成功に導いてくれました。また，生徒の学校生活が充実するように，各委員会活動を活性化し，

しっかりと後押しをしてくれました。 

そして，この度，これまで八次中学校をリードしてくれた先輩の伝統を引き継ぎ，次の生徒が，

新執行部として誕生しました。これから八次中学校の更なる前進を牽引してくれる９名に，大き

な期待をしたいと思います。どうぞ，よろしくお願いします。 

 【新生徒会執行部】 

会長 副会長 総務委員長 生活委員長 文化委員長 
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図書委員長 広報委員長 体育委員長 保安美委員長 
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２学期 終業式の式辞より 
令和６年度２学期の終業式にあたり，２つのお話をします。１点目は，「勠力協進駅伝」のこと，２点目

は，冬休み中の生活についてです。 

1点目「勠力協進駅伝」について 

 １２月１２日（木）午後，５・６時間目の時間で，校内駅伝を実施しました。当日は，１２月半ばとし

ては，走りやすい，良い天気に恵まれました。 

 生徒会執行部が計画し，当日までの集会や運営を行いました。全校生徒を学年の縦割り１２チーム編成 

し，３学年のリーダーを中心に走順やチーム名を決めました。コースは，グラウンド及び校舎周りの周回 

で，距離は１人３００ｍ，６００ｍ，９００ｍの３つを，チーム内で決め，全１６区間で，襷リレーをし 

ました。重複して走る生徒は，体力をかなり使ったことと思いました。 

 

走ることを得意としている人も，苦手としている人も，楽しめる駅伝を目指すことで，素晴らしい応援 

の声や拍手が，学校敷地内に響き渡り，その響きは，最終区間まで途絶えることはありませんでした。本

当に，感動的な駅伝となったように思います。 

この駅伝で襷を繋いだみなさんの姿を見る時，まさに，本校の目指す生徒像，「本気，感動，探究，継続」 

の全てが凝縮された内容であると思いました。生徒の公募で決まった，サブテーマ「絆のたすきを，仲間 

につなぐ，協力の道」もその一つです。「本気で走る姿」「本気の走りに感動して応援を継続する姿」お互 

いの事を想い，走順を決める時等，よりよいチームつくりや雰囲気作りを探究する姿」です。一生懸命が， 

かっこいいと，挨拶で話した通りの姿に，沢山触れることができて，八次中の生徒と先生方を誇りに思い 

ました。記憶に残る，生徒一人一人が輝きを放った，最高の「勠力協進駅伝」でした。 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           



 

 

 

 

２点目「冬休みの生活」について 

冬休みの生活で，「スマホやタブレット等の適切な使用」について，命を大切にする視点でお話します。 

皆さんには，これまでも適切な使用については，繰り返し，繰り返し，注意をしているところです。 

なぜ，今，終業式の場で，私がこのお話をするのか？ それは，一部の生徒の中に不適切な使い方があ

るからです。 不適切な使い方の具体をいくつか挙げてみます。自己点検の気持ちで聞いてみて下さい。 

 

・学校のタブレットを学習活動以外で使用 

 ・スマホの学校無断持ち込み等 

 ・スマホによる人物等の無断撮影や許可のないスクリーンショットの送受信 

 ・SNSによる，人の悪口や陰口，誹謗中傷の送受信 

 

とりわけ，スマホで，自分が発信する内容により，多くの人に迷惑をかけてしまうことや，相手の心を

深く傷つけてしまうこともあります。誹謗中傷は，法的責任が問われ、刑事罰になる場合もあります。心

の傷を負った人は，悩み，苦しみます。場合によっては，命に関わる重大なことに繋がる可能性もありま

す。 

一度，発信された内容は，インターネット上にのり，二度と，もとに戻すことはできません。送信した 

り検索したりする内容は，デジタルデータとして記録に残り，表面上は削除できても，完全な消去は難し

いとされています。 

 

 その他，受信した情報や，知り得た情報により，自分自身が不安になり，辛くなったり，不安定になる 

場合があるかもしれません。もし，困ったり，悩んだりした時には，一人で抱え込むことなく，家族など， 

相談しやすい大人に相談して下さい。相談することは，みんなあることで誰でも必要なことです。 

 保護者の皆様には，お子様の変化等には，ご配慮していただきますよう，お願いいたします。 

 

※「相談ダイヤル」（電話，メール，チャット）の紹介プリントを配付しています。 

 

 冬休み明けの３学期は，次の年度の準備の時として １学年は，後輩のお手本となる「行動力を身につ 

ける時」 ２学年は，最高学年となるための「心構えをつくる時」 ３学年は，自分の未来をつくる「進

む道を決める時」となります。１日の時間を大切にして，仲間と協力し合い，お互いに成長を積み重ねて

欲しいと思います。良い冬休みにして下さい。３学期に，元気な姿で，また会いましょう。 

 

生徒の皆さん「ボランティア清掃に参加してくれてありがとうございます」 

 三者懇談会の４日間は，学校の全員清掃がないため，ボランティアの生徒が，朝の始業前に，

玄関や階段，廊下等の清掃活動をしてくれました。 

掃除をしながら，登校してくる仲間や，私たち教職員に対し，「おはようございます」と笑顔

で挨拶をしてくれる生徒も多く，朝からとても爽やかで，すがすがしい気持ちになりました。 

参加してくれた生徒に対し，「ありがとう」と感謝の気持ちでいっぱいです。 

 本校教育目標である「自律と貢献」の，素晴らしい姿が多く見られ，頼もしく感じました。 

 

保護者の皆様「三者懇談会にお越し下さり，ありがとうございました」 

保護者の皆様には，１２月１７日から２０日の４日間に渡り実施しました，三者懇談会にお越

しいただき，誠にありがとうございました。 

そして，令和６年度の２学期末を，迎えることができました。皆様のご理解とご協力に対しま

して，改めて，感謝申し上げます。 

保護者の皆様におかれましては，子どもたちの未来に向けた大きな可能性に対し，良きサポー

ターとして，今後もご支援，ご協力をいただきますよう，よろしくお願い申し上げます。 

  

 

 


